
実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての
意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあ
い
　利用者が地域とつながりなが
ら暮らし続けられるよう、事業所
自体が地域の一員として日常的
に交流している

○事業所の力を活かした地
域貢献

　事業所は、実践を通じて積み
上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている

○運営推進会議を活かした
取り組み
　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り
組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡
を密に取り、事業所の実情やケ
アサービスの取組みを積極的に
伝えながら協力関係を築くよう
に取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの
実践

　代表者及び全ての職員が「指
定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予
防サービス基準における禁止の
対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束しないケアに取
り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待
防止法等について学ぶ機会を
持ち、利用者の自宅や事業所な
いでの虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に
努めている

コロナ禍の為、地元との交流がな
かなか出来なかったが、昨年から
５類になり少しずつ復活の兆しが
見受けられている。地元の活動は
自治会から得られており、敬老会
から商品券を貰ったり、今年は数
年ぶりに花見に参加予定もされて
いる。

身体拘束に関する研修を年に一
度は実施されており、また身体拘
束適正化委員会でも職員も出席さ
れ、拘束のない支援について詳し
く話し合いがされている。職員に
は身体拘束をしないという認識は
確固たるものがある。施錠の件で
は外部からの不審者侵入を防ぐ
為のものであり、利用者の安全な
生活を守る為のものである。

理念は事業所の基本方針である
という認識から、それぞれのユ
ニット毎に掲示されている。業務
開始時には職員一緒で唱和もさ
れており、共有化も図られている。
また、その文言は常に見ることが
出来る為、各自の研鑽にも繋げら
れている。
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Ⅰ．理念に基づく運営
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浪速区施設連絡会に参加してい
る。地域包括支援センター職員も
参加されており相談しやすい関係
が築けている。浪速区支援課担当
者とは連携をとり協力関係が築け
ている。
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町会に加入し回覧板をまわし、自
治会の盆踊りやお花見に毎年参加
している。利用者、職員と共に参加
して交流しているが、新型コロナウ
イルスの影響でイベントが中止に
なり交流がほとんどなかった。

認知症についての職員の理解が
処々に進みつつある。今後は、地
域の皆様の認知症への理解が深
まるような活動に取り組んでいきた
い。

社協主催の施設連絡会では他の
グループホームとの情報交換が
行われ協力関係が構築されやす
い。市の窓口の指定・指導グルー
プには法関係の事で直接、出向
いて相談されに行かれており、緊
密な関係の維持を図れれている。

前回の目標達成計画では地域の
方々の会議への参加の充実化を
図る為、具体的な取り組みをされ
ていたが、いまひとつ達成出来て
ないようである。今後も時間をか
けて取り組まれるよう願いたい。

定期的な運営推進会議には、地
元から、地域包括や連合会の会
長、部長等の参加を願い、事業所
内の活動報告、内部研修状況、
行事報告などされている。第三者
的な立場の方からには意見や判
断や、助言を受けられ、今後の運
営に役立てたり参考にしたりして
いる。

２ヶ月に１度の運営推進会議を継
続している。連合会長、地域包括
支援センター等に参加して頂いて
いる。行事、取り組み報告を行い、
地域の方々には地域行事や防災
等についての意見を頂きサービス
の向上に活かしている。　　　新型
コロナウイルスの影響により、書面
上で会議することもあった。

玄関は不審者侵入防止のため、利
用者が開閉できないように暗証番
号になっている。また、玄関は中か
ら手動にて開閉できる。
夜には、夜勤者が一人体制によっ
て見守りが弱くなるので、時間を定
めて安全対策を強化し尊厳に配慮
している。　　身体拘束適正化委員
会を立ち上げ、３ヵ月に１回会議を
行い研修の実施に取り組んでい
る。

ホーム名：グループホーム浪速さくらんぼ（２階）

実施状況

外部評価自己評価

項目

2 2

自
己
評
価

外
部
評
価

理念『信頼・感謝・真心～入居者一
人ひとりの自分らしい生活　地域と
笑顔を～』をよく見えるところに掲
示し日々のカンファレンス、申し送
りの中で管理者、職員と共有、実
践に繋げている。

身体拘束・虐待委員会を立ち上
げ、定期的に会議を開催し、研修
や講習の実施に取り組んでいる。



○権利擁護に関する制度の
理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自
立支援事業や成年後見人制度
について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援して
いる

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定
等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図ってい
る

○運営に関する利用者、家
族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望
を管理者や職員並びに外部者
へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

○運営に関する職員意見の
反映

　代表者や管理者は、運営に関
する職員の意見や提案を聞く機
会を設け、それらを反映させて
いる

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々
の努力や実績、勤務状況を把握
し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整
備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人
ひとりのケアの実際の力量を把
握し、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めて
いる

○同業者との交流を通じた
向上
 代表者は、管理者や職員が同
業者と交流する機会を作り、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをし
ている
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浪速区施設連絡会に参加し、取り
組みや情報交換などを行い、サー
ビスの質の向上に努めている。介
護保険事業所の交流会にも積極
的に参加している。

管理者は、月１回の本社会議に出
席し職員個々の努力や実績、勤務
状況等を報告している。シフト作成
時には、個々の休み希望を優先し
シフトを作成している。派遣職員に
は、正社員の案内もしている。

11 7

家族の来訪の方時に職員と面談
され、自然な会話の流れの中で話
されたり、職員の方から電話で聞
かれてたりされている。家族への
郵便時に家族の意見を求めたりも
されており、意見に対しては出来
る限り反映に向けて努力されてい
る。

職員の意見は月一回開催される
グループ会議で発議できるし、毎
日では申送り時に話される時もあ
る。管理者が、職員との個人面談
もされており、意見や提案などが
聞かれており、開かれた環境の中
での職場ずくりがなされている。

ホームへの来所時、電話により意
見、要望等をお聞きし運営に反映
させている。利用者や家族等が要
望等を話しやすいような信頼関係
を築いている。

月1回のグループ会議があり、管理
者から職員の個人面談によって職
員の意見や案を聞く機会を設け、
運営に反映させている。

月１回の施設内勉強会の実施や
施設外研修の情報を掲示し参加を
促している。
職員一人ひとりの能力に合わせ、
OJTにて知識、技術の向上に努め
ている。

大阪市成年後見支援センターと
リーフレットを置き、施設内研修を
開催し必要時は支援できる体制を
とっている。また、制度を活用して
いる利用者がいるので、概要につ
いての資料を職員へ配布した。

契約前から不安や疑問をお聞き
し、重要事項説明書によりホーム
の理念や特徴等を説明し確認して
頂いている。　　料金改定時も個々
にご説明し、疑問等を丁寧にお聞
きし確認している。



○初期に築く本人との信頼
関係
 サービスの利用を開始する段
階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信
頼関係
 サービスの利用を開始する段
階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、本人の安心を確保する
ための関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段
階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう
関係
 職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共に
する者同士の関係を築いている

○本人と共に過ごし支えあう
家族との関係

 職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の
絆を大切にしながら、共に本人
を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継
続の支援
 本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が
途切れないよう、支援に努めて
いる

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、
一人ひとりが孤立せずに利用者
同士が関わり合い、支え合える
ような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組
み
　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切
にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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日々の食事の準備や掃除など生
活の中でコミュニケーションを密に
とり、なじみの関係の中で、できる
ことや役割を見極め、入居者と職
員は支えあい共に過ごしている。
経験の浅い職員には、助言や指導
をしている。
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施設内行事等にて共に過ごす時間
が持てるようハガキや電話にて参
加を呼びかけ参加して頂いてい
る。　　　　　　定期的に行事や近況
報告をし情報を共有している。

入居前には、現状だけでなく、幅広
い視点で時間をかけて面談を行
い、面談、見学からご本人の不安
や思いを傾聴し、不安が解消され
安心できる環境づくりや信頼関係
が築けるよう努めている。

入所時から相談など家族等の困っ
ていることや思いをしっかりと何度
もお聞きし、特に入居初期は、密に
連絡を取り安心して信頼関係を築
けるよう努めている。

ご本人、ご家族等から情報収集を
行ったうえで他のサービスを含め
必要としている支援を見極め説明
し対応している。また、介護支援専
門員からの助言なども求めるよう
にしている。

施設の大きなイベントには、案内を
送る等関係を断ち切らないよう努
めている。担当ケアマネージャーに
は、経過等を伝えるようにしてい
る。契約終了後も入院されておら
れる方にはお見舞いに伺ったりし
ている。契約終了後のご家族の相
談や荷物預かりなど必要に応じて
対応、支援をしている。

利用者からは馴染みの人との面
会の要望は聞かれていないようで
あるが、家族が馴染みの場所に
連れていかれるのは支援されて
いる。家族・知人の写真を見て継
続性を感じてもらう様な支援もされ
ているし、年賀状や電話の遣り取
りの支援もされている。

親族や知人らの写真を居室に貼る
よう勧めている。また、電話やお手
紙を出すなどお手伝いし、関係が
途切れないように支援している。

食席など座る場所を考慮し、交流
が深まるように支援している。利用
者同士が良好な関係が築けコミュ
ニケーションが図れるよう職員はさ
りげなく声掛け、心配りをしている。
また、独りを好む利用者様にも声
掛けを行い孤立しないように努め
ている。



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めてい
る。困難な場合は、本人本位に
検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握
に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の
把握に努めている

○チームでつくる介護計画と
モニタリング

本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映し、現状に即した介
護計画を作成している

○個別の記録と実践への反
映

日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に
記入し、職員間で情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直し
に活かしている

○一人ひとりを支えるための事
業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既
存のサービスにとらわれない、
柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希
望を大切にし、納得が得られた
かかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受け
られるように支援している
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利用者のADLを基本的に把握さ
れ、家族や本人共に話し合われて
いる。施設サービス計画書、日課
計画表等の毎月のモニタリングを
通じて介護支援専門員と担当職
員が介護計画を策定され家族の
同意を得られている。計画は6ヶ
月とされるが、利用者の健康状態
によって適切な見直しは常にされ
ている。
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ご利用者様のコーヒータイムや入
浴時、夜勤時などコミュニケーショ
ン（言語、非言語）から希望、意向
の確認、把握に努め、ご家族の意
見も取り入れカンファレンスにて検
討している。

利用者の日常の生活の中から表
出される表情や態度を観察されて
いる。気付気があれば申送りに記
入され共有されている。いずれも
コミュニケーションを大切にされて
カンファレンスを通じて把握されて
いる。

ご本人、ご家族等のご希望により
かかりつけ医への受診、往診を支
援している。必要時、歯科医の往
診も対応している。緊急時には、か
かりつけ医と連携し対応している。

ご家族やケアマネより生活歴、なじ
みの暮らし方などをお聞きし、ご本
人からも日々のお話から持ち味を
生かした過ごし方、生活環境等を
情報収集して記録し把握に努めて
いる。

日々の生活の中から一人ひとりの
できる事、わかることの把握に努
め、現状に必要な支援を申し送り、
カンファレンスにて職員間で見極
め、日々現状の把握に努めてい
る。
来訪時にご家族様と面談を行い、
ご希望やご意向の把握に努め、よ
り快適に過ごして頂けるように、月
１回のモニタリング、基本６ヶ月毎
の介護計画の見直しの為、ご本人
と家族様の意見をお聞きし、カン
ファレンス後に介護計画の作成を
行っている。その都度、現状に即し
た介護計画に見直している。

日々の変化や気づきを個別記録に
その都度記録し、１日３回の申し送
りにて職員間で共有している。必要
時、カンファレンスにてアセスメント
に記入し、介護計画の見直しに活
かしている。これらの情報を丹念に
拾い上げ介護計画に十分に生かし
ている。

高齢者施設にとどまらず、地域で
の盆踊り大会の参加や近隣の喫
茶店、公園の散歩などによって各
利用者様が季節を感じながら日々
楽しんでいただけるように支援を心
掛けていますが、新型コロナウイル
スの影響によって思うように捗って
いません。

事業所の方針としては利用者にで
きるだけ、事業所協力医の訪問診
療を求められているが、本人や家
族が従来からのかかりつけ医を求
められている場合は、希望に応じ
られている。かかりつけ医と協力
医との医療情報の連携は確実な
ものである。

既存のサービスにとらわれず、ご
本人やご家族等からの要望、希望
に柔軟に対応できるように取り組
み、改善を務められるように推進し
ている。
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○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職
場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けら
れるよう支援している

○入退院時の医療機関との
協働

利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相
談に努めている。又は、そうした
場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた
方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあ
り方について、早い段階から本
人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の
関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に
備えて、全ての職員は応急手当
や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難
できる方法を全職員が身につけ
るとともに、地域との協力体制を
築いている

34

消防訓練を年２回実施。消火訓
練・避難訓練・通報訓練・防災訓練
及び講和も実施している。運営推
進会議で報告を行い参加を働きか
けている。また、備蓄品（非常用
水、ガスコンロ）の準備もしている。

年に2回の消防訓練を実施されて
いる。訓練内容は火災発生時から
の一連の流れに沿って勧められ
ている。水害からの避難訓練もさ
れている。非常備蓄品は整えられ
ている。地域の協力については運
営推進会議で地域の参加者に発
信されている。

急変時や事故発生時の対応マニュ
アルを作成し、職員へ勉強会を
行っている。緊急時対応手順、緊
急ファイルを作成し、緊急時に備え
ている。

35 13

33 12

32

協力医療機関病院に限らず入院さ
れた際は、職員が面会に行きご本
人に安心して頂けている。早期退
院ができるよう病院関係者へ相
談、情報交換を行い連携を図り退
院前等にカンファレンスを開催して
いる。

31

介護職は日々の気づき等を訪問
看護へ連絡、相談し適切な受診へ
とつなげている。訪問看護師とか
かりつけ医が連携しより適切な支
援をしている。

入所契約時にいずれは、迎えなけ
ればならない重度化や週末期へ
の対応について、再度話し合われ
る事が約束されている。「重度化
の指針」で既に説明されており、
同意を得られて、事態に対応され
ている。重度化時には家族と今後
の支援のあり方について最後の
決定がなされて、同意書を交わさ
れた上で最終の介助支援へと移
行されている。

契約時に『重度化の指針』を説明し
同意を得ている。また、ご本人とご
家族様等へ『事前指示書』を作成し
ていただいている。ご本人の状態
に変化があった場合は、その都度
ご家族等へ状況等を説明し共有し
ている。また、事前指示書の様式
変更及び年に１回ご家族様の同意
書を作成し準備を進めている。

目標達成計画では現実的な利用
者の避難に懸念を感じられおり、
対策をたてられているが、この課
題については完成の領域はない
と思われるので、是非とも引き続
き、取り組みの継続を図られて頂
きたい。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重
とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自
己決定の支援
　日常生活の中で本人が思いや
希望を表したり、自己決定でき
るように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先
するのではなく、一人ひとりの
ペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの
支援
　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

○食事を楽しむことのできる
支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活
かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをして
いる

○栄養摂取や水分確保の支
援
　食べる量や栄養バランス、水
分量が一日を通じて確保できる
よう、一人ひとりの状態や力、集
会に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じな
いよう、毎食後、一人ひとりの口
腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を
減らし、一人ひとりの力や排泄
パターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立に向
けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響
を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでい
る

○入浴を楽しむことができる
支援
　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応
じた入浴の支援をしている

16

40 15

一人ひとりのペースで過ごして頂
けるよう希望や意向を確認し実現
できるように支援している。

43

言葉使いの重要性を理解されて
おり、職員間どうしでも互いに注意
し合われている。高齢者の尊厳や
プライバシーの保護に関する内部
研修もしっかりされており、日々の
支援の中で具体的な対応をされ
ている。

42

41

39

38

訪問理容では、ご本人の嗜好に合
わせてカット、毛染めなど対応して
いる。季節に合ったお好きな服を
選んで着ていただいている。

44

45 17

36 14

37

一人ひとりの力に合わせて職員と
一緒に食事準備、片付けを行って
いる。月１回食事レクリエーション
にてご希望をお聞きし、一緒に調
理をしている。また、湯のみや茶
碗、箸等なじみの物があれば利用
している。

尊敬を持ちながら親しみを込めた
態度や言葉遣いを一人ひとりに合
わせて対応している。不適切な対
応があった場合は、職員間で注意
しあっている。プライバシー確保の
ため、研修にて徹底している。ま
た、利用者様のいる前では、居室
日々の生活の中で、できるだけ自
己決定できるよう一人ひとりのペー
スに合わせた働きかけをしている。

配給業者の献立や味付けをされ
ているので美味しさについては満
足されている。職員が行う食事の
準備手配の一部を、利用者がされ
る楽しさも感じてもらうように図ら
れている。食事のレクリエーション
もされており、喜ばれている。

水分の足りない方には、寒天ゼ
リーやヨーグルトなど一人ひとりに
応じて対応している。運動に毎日ラ
ジオ体操も取り入れている。

食事量、水分量が確保できるよう
に毎日記録している。水分量が確
保できない場合は、ゼリー等を作り
摂取できやすいよう一人ひとりに合
わせて対応している。

毎食後、声掛けや誘導、介助など
一人ひとりに合わせた支援を行っ
ている。ご希望時、歯科衛生士の
往診にて注意点を守り、健康な口
腔内の維持に努めている。

トイレでの定期的な排泄を促され
る取り組みをしている。排チェック
表を活用して声掛けをされ、ポー
タブル利用の方も含めて、ご当人
も気持ちよく排泄でき、自立への
意欲に繋げられている。

利用者の健康状態を第一番に考
慮されて週2回の入浴をされてい
る。拒まれる場合は時間差による
誘い、職員交代で対応されててい
る。同性介助で入浴されており、
湯上り後はポカリスエットを楽しま
れている。また、季節湯のサービ
スもされている。

入浴は、概ね日中時間帯。血圧の
安定している午前中や個々の状況
に対応し、季節によりゆず湯などを
楽しんで頂いている。

排泄チェック表にて一人ひとりの排
泄パターンを把握し、トイレでの排
泄を支援している。必要時には、
ポータブルトイレを使用していただ
き、気持ちよく排泄していただける
ように努めている。



○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬
の目的や副作用、用法や要領
について理解しており、服薬の
支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を
過ごせるように、一人ひとりの生
活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の
支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本
人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけら
れるよう支援している

○お金の所持や使うことの
支援
　職員は、本人がお金を持つこ
との大切さを理解しており、一人
ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支
援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが
電話をしたり、手紙のやり取りが
できるように支援している

○居心地のよい共用空間づ
くり

共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）は、
利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広
さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○共用空間における一人ひ
とりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれ
たり、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室
の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋
は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした
安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫して
いる

46

アセスメントや面談から生活歴等を
把握し、絵画や歌唱など一人ひと
りの生活歴から楽しみ事の把握に
努めている。編み物やカラオケ、ト
ランプなど一人ひとりに合わせて支
援をしている。

51

往診時に薬剤師、職員が立ち会
い、薬の目的や副作用等の把握や
理解に努め、職員間で情報共有を
している。服薬支援は、職員２人で
確認している。

日々の買い物や公園散歩、近隣の
喫茶店、遠足などの外出、ご家族
様との散歩など外出する機会を設
けている。コロナウイルス感染の影
響で、近くの公園に散歩や買い物
に一緒に行くことしかできなかっ
た。

コロナ禍もやや沈静化し始めてお
り以前と比べて外出がしやすく
なっているようである。事業所の
近くには公園があり日常的によく
出かけられるようになった。家族
が散歩に連れていかれる場合も
あり、徐々に外出支援の回数が増
えているようである。

47

54 20

48

49 18

リビング内は十分な広さが感じら
れ、明るく壁と床の色合いも明る
い。特に季節を感じさせる手作り
の工作品は心に楽しさを与えてく
れ、写真も親しみを与えてくれる
れる。利用者はやや大きめの4人
掛け机の前でゆったりと寛がれて
いる。外気は換気扇で空気交換を
されている。

玄関、食堂など季節を感じられるよ
う手作りの作品などを飾っている。
温度調節には、窓を開けたり換気
扇を回し、その日の気温に応じて
心地よく過ごして頂けるように配慮
している。

一人ひとりの力やご希望に応じて
所持していただいている。

ご希望があった場合に職員が電話
をつなぎご家族等とお話をして頂
いたり、ハガキを出したりやり取り
ができるように支援している。

一人ひとりの生活状況に応じ、休
息をして頂いている。夜間の睡眠
状況を考慮して日中の過ごし方
（体操や日光浴など）を工夫してい
る。

55

52 19

53

50

気の合った利用者同士が落ち着い
てお話しできるように、席やソ
ファーを配置している。利用者お一
人おひとりがくつろげる場所とも
なっている。

入居時にご本人、ご家族等と相談
し使い慣れた仏壇や家具などを持
ち込んでいただき、安心して居心
地よく過ごせるように支援してい
る。

ご利用者様ができる事は職員が見
守るようにし、できない部分だけを
介助するようにしている。トイレなど
に分かりやすいような表示や居室
の扉に分かりやすい飾りつけなど
工夫をしている。

利用者にとって慣れ親しんだ家具
等を持ち込まれ、我が家として生
活されている。清掃は毎日、日勤
者がモップと掃除機を使い、清潔
で気持ち良く過ごせるようにされて
いる。



Ⅴ　アウトカム項目

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

③家族の３分の１くらいが

④ほとんどできていない

③たまに

④ほとんどいない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くない

②家族の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

①毎日ある

②数日に１回ある

③たまにある

④ほとんどない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

62

利用者は、その時々の状況や
要望に応じた柔軟な支援によ
り、安心して暮らせている
（参考項目：28）

61
利用者は、健康管理や医療面、
安全面で不安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいとこ
ろへ出かけている
（参考項目：49）

利用者と職員が、一緒にゆった
りと過ごす場面がある
（参考項目：18,38）

57

58
利用者は、一人ひとりのペース
で暮らしている
（参考項目：38）

56
職員は利用者の思いや願い、
暮らし方の意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんど掴んでいない

59

利用者は、職員が支援すること
で生き生きした表情や姿がみら
れれている
（参考項目：36,37）

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

63

職員は、家族が困っていること、
不安なこと、求めていることをよ
く聞いており信頼関係ができて
いる
（参考項目：9,10,19）

64

通いの場やグループホームに
馴染みの人や地域の人々が訪
ねてきている
（参考項目：9,10,19）

③利用者の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

①ほぼ全ての利用者と

②利用者の３分の２くらいと

65

運営推進会議を通して、地域住
民や地元の関係者とのつながり
の拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えて
いる
（参考項目：4）

66
職員は活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービ
スにおおむね満足していると思
う

68
職員からみて利用者の家族等
はサービスにおおむね満足して
いると思う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族が


